

























































































































































































































































人ノ為イトヲシ レバ、思忍テ日ヲ送ル。サルマヽニハ余三兵衛、石童丸ナムドヲ常ニアト枕ニ置キ給テ、暁テモ晩テモ、只此事ヲノミ宣テ、臥沈ミ給ヘ 三位中将ノ有様ヲ人々見給テ、 「池ノ大納言ノ様ニ頼朝ニ心ヲ通シテ、二心有」トテ、大臣殿 打トケ給ハネバ、 「ユメ〳〵サハ無物ヲ」トテ、イトヾアヂキナクゾオボシ サレケル。
「愛執増長、一切煩悩」ノ文ヲ思ニハ、穢土ヲ









例の場合、現存す 二種以上の本文を視野に入れなければ、説明はできないのである。もちろん、双方 特徴 兼備する本文が、かつては存在したのだという想定はあり得よう だがこの場合は、それも難しい。四部本②と延慶本（５（の太字部分は ほとんど同文であり、かつ四部本 網掛け部分は、延慶 では巻八 ある　　










































甲冑弓箭を帯して、 雲霞 如くになみ居たり。矢倉のしたには、 鞍置馬共十重廿重にひッたてたり。つ に大皷をうッて乱声をす。一張の弓のい おひは半月胸のまへ かゝり、三尺の剣 光は秋の霜腰の間に横だへたり。たかきと ろには赤旗おほくうちたてたれば、春風 ふかれて天に飜るは、火炎のもえあがるにことならず
右の傍線部に関して、四部本①に　　
‌‌ 木曾討たれぬと聞こえしかば、平家は讃岐国屋島の磯を出でゝ、摂州難波潟へぞ渡しける。福原 旧都に返りて、西は一谷 木戸口と為、東は生田の森、湊河を木戸口と為けり。其の内福原、取麻 板宿、駒の林に籠るは、山陽道八ヶ国・南海道六ヶ国・已上十四ヶ国の勢十万余騎 ぞ申しける。赤旗・赤験を高き所に打立 れば 春風 吹かれて天に飜る有様 猛火の燃え上がるに異ならず。
また、南都本の同箇所には　　
‌‌ 木曾既ニウタレヌト聞ヘシカハ 八嶋ノ磯ヲ出テ摂津国難波潟ヘソ渡リ給フ。須磨・板屋戸・兵庫・室・高砂マテ其勢打烈キ 幾千万ト云数ヲ知ス。平家ハ去年幡磨ノ国室山、備中国水島 二ヶ度ノ合戦ヨリ度々ノ軍ニ打勝テ、
山陽道八ヶ国、南海道六ヶ国、
































































































































































































































































































































































































































































‌‌ 村上の判官代康国が手より火を出し、平家の屋形 かり屋をみな焼払ふ。おりふし風ははげしゝ くろ煙おしかくれば、平氏の軍兵共余にあはてさはいで、若やたすかると前の海へぞおほく馳いりける。汀にはまう 船い らもあ けれども われさきにのら
五四
うど、舟一艘には物具したる者共が四五百人、千人ばかりこみのらうに、なじかはよかるべき。汀よりわづかに三町ばかりおしいだひて、目のまへ 大船三艘しづみにけり。其後は「よき人をばのす共、雑人共をばのすべからず」とて、太刀長刀でながせけり。かくする事とはしりながら、のせじとする船にとりつき、つかみつき、或は でうちきられ、或はひぢうちおとされて、一谷の汀にあけになッ ぞなみふしたる。能登守教経は、度々のいくさに一度もふかくせぬ人の、今度 い ゞおもはれけん、うす黒といふ馬 のり、西をさいてぞ落給ふ。播磨国明石浦より船に乗て、讃岐の八島へわたり給ひぬ。
　
Ｄ
‌‌ 大手にも浜 手 も、武蔵・相模の兵共、命もおしまずせめたゝかふ。新中納言は東にむかッてたゝかい給ふところに、山のそはよりよせける児玉党使者 たてまッて、 「君は武蔵国司でまし〳〵候し間、是は児玉の者共が申候。御うしろをば御 ん候はぬやらん」と申。新中納言以下の人々、うしろをかへりみ給へば、くろ煙おし けたり。 「あはや、西の手はやぶれにけ は」といふ程こそ久しけれ、と 物もとりあへず我さきにとぞ落行ける。
四部本ｅには、次のようにある。　　
‌‌ 源氏は熊谷・平山に一陣二陣を諍はせ、一谷は落と れて、村上判官代基国が手より、一谷の在家・仮屋に火を懸けたりければ、西風劇しく吹きて、黒煙東へ吹き懸けたり。生田の森の軍兵共、後ろを返 見ず防き戦ふ処 、児玉党百騎計にて、山の傍
より

















‌‌ 新中納言知盛卿ハ武蔵国ノ国司ニテオワシ レバ、小玉党見知 ケルニヤ 武者一騎馳来リ、
「大将軍ニ申候。御後ヲ御覧候ヘ。
今ハナニヲ御戦候ヤラム」ト申タリケレバ、中納言後 返見給 バ、黒煙吹覆タリ。 「大手ハスデニ破ニケリ」ト宣モアヘズ、我先ニト浜ヘ向テ馳給。船共ハ皆ヲキヘ ケテコギ出ニケリ。アキレ ゾオワシケル。打輪ノ旗サヽセタリケルハ児玉党ニヤ有ケム、三騎ヲメイテカヽルヲ、新中納言ノ侍ニ監物太郎頼賢トテ、究竟ノ弓ノ上手 有 ガ、ヨクヒイテ射タリ。
そしてこの記述には不審な点がある。 黒煙を見て大手の陥落を悟った知盛が 「我先ニト浜ヘ向テ馳給」 うたというのである。 敬語によって明確に知盛 行動として描かれてい が、この時点ですでに我が子すら眼中になく、自分が助かることだけを考えて我先 逃げてい
五六
たというのだろうか。それでは、我が子を目の前で死なせた後に、兄宗盛を前にして自分一人が生き延びてしまった苦悩を語るあの述懐が台無しである上に、 一般的に知られている知盛像とも大いに食い違うだろう。試みに延慶本の「われさき」の用例を集めてみると、ここの他には十五例。そのうち、 「宇治川先陣」における佐々木・梶原についての例を除き、すべて不特定多数の集団の行動の描写に使われている。 「宇治川先陣」は最初から二人だけが切り取られた異質な例と見れば、あとは右の知盛の場面だけが例外的な使われ方をしている とになる。おそらくは 四部本ｅや覚一本Ｄのように不特定多数の兵の行動を描くのに使われ いたことばが、知盛の行為に転用された結果、 不自然な形で残ってしまったのが、 延慶本 本文なのだろう。 前後は類似する長門本が、 「我先ニト浜ヘ向テ馳給」ではなく「浜へ向きてあゆませ給」としているのは、如上の不自然さを嫌った のと見なすことができる。知盛に関する延慶本オクの記述に 、再編の跡を認めてよいだろう。坂落とし 前と 異なり、ここでは語り本が延慶本的本文に拠っていると見ることはできないのである。　
坂落としの場面自体は、語り本がいずれの読み本系の本文に近いのかは判定しにくいものである。だが、坂落としを挟む前と後ろの





































































































































に強く押さへられたりければ、且く物 言はず。 「何かに〳〵」と問はれければ、良久しく有りて、 「
イ
態とは名乗るまじきぞ。疾


























いて、やがて敦盛は、再度の求めに応じて名を明かすのに対して、語り本の敦盛は最後まで名乗らない。傍線部イが敦盛最後の言葉なのである。語り本の目指した表現を読み解い ゆこうと るとき、この差違の意味は小さくない。中でも覚一本は、特に四部本と鮮明な対照をなし 新たに切り拓い 世界 明示しているよ に思われる。両者の対比を試みてみたい。　
傍線部アでは、四部本でも覚一本でも、直実が敦盛を「大将軍」だと言っている。どちらにおいても、まず渚で敦盛を見つけたとき
























































































































‌ 『四部合戦状本平家物語全 巻九』 （二〇 六年、和泉書院（に指摘がある。
（
（（
‌ 「 平家物語』語り本の形成
―
「一二之懸」を中心に
―
」 （ 『岐阜大学教育学部研究報告
　
人文科学』 、二〇一三年一〇月（
。
（
（（
‌
語り本は記事は延慶本に比して簡略で、本文が重なるわけで ないが、馬の様子や熊谷と平山の関係性の描写など、内容的 重なっている。
『平家物語』語り本の形成
六三
（
（（
‌
延慶本や長門本では、勲功に換えて供養するからと言われて、敦盛はすぐに名乗っている。
（
（（
‌
四部本にも傍線部エの表現があり、敦盛の死後に笛と巻物が直実の手に残されるが、それらを覚一本のように活かしているようには思われない。
